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石
川
県
に
お
け
る
公
文
書
等
の
管
理
と
課
題

早

川

和

宏

は
じ
め
に

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
「
新
石
川
県
立

図
書
館
基
本
構
想
」（
以
下
「
基
本
構
想
」
と
い
う
。
）（
１
）

は
、
そ
の

一
〇
頁
の
「
基
本
方
針
２‐

２

石
川
に
関
す
る
情
報
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
、「
本
県
の
歴
史
・
郷
土
資
料
、
現
代

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
収
集
・
保
存
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
公

文
書
館
機
能
を
備
え
、
石
川
に
関
す
る
情
報
を
一
体
的
に
提
供
し
、

後
世
に
継
承
し
ま
す
」
と
高
ら
か
に
謳
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
一

八
頁
に
よ
れ
ば
、
「
新
た
に
公
文
書
館
の
機
能
を
備
え
、
貴
重
な
歴

史
・
郷
土
資
料
等
と
公
文
書
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
」

る
こ
と
に
よ
り
、「
図
書
館
資
料
と
公
文
書
を
同
じ
場
所
で
閲
覧
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
で
き
る
／
同
一
の
シ
ス
テ
ム
で
検
索
で
き
る
」
よ
う
に

な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
公
文
書
館
機
能
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
の
一
頁
「
公
文
書

館
の
動
向
」、
同
五
三
頁
「
公
文
書
館
機
能
に
つ
い
て
」
が
触
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
公
文
書
館
法
と
の
関
係
で
基
本
的
な
事
項
を
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文

書
管
理
法
」
と
い
う
。）、
国
立
公
文
書
館
法
な
ど
の
、
公
文
書
館
機

能
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
必
須
に
な
る
と
思
わ
れ
る
法
律
に
つ

い
て
は
、
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
公
文
書
館
機
能
に
お

い
て
「
公
文
書
」
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
原
課
に

お
け
る
公
文
書
管
理
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
（
２
）
。 

杞
憂
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
こ
の
よ
う
な
基
本
構
想
の
内
容
を
見
る

限
り
、
新
石
川
県
立
図
書
館
（
以
下
「
新
図
書
館
」
と
い
う
。）
が
担

う
公
文
書
館
機
能
が
ど
の
程
度
の
も
の
と
な
る
の
か
、
は
な
は
だ
心

も
と
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
公
文
書
館
機
能
が
脆
弱
で
あ
っ
た
場

合
、
貴
重
な
歴
史
・
郷
土
資
料
や
公
文
書
が
残
さ
れ
ず
、
現
在
及
び

将
来
の
歴
史
学
に
と
っ
て
重
大
な
危
機
と
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
の
程
度
は
、
石

川
県
に
お
け
る
歴
史
学
の
今
後
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
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確
か
に
、
公
文
書
館
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
理
屈
は
通
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
公
文
書
館
法
制

定
当
時
と
異
な
り
、
現
在
で
は
、
専
門
職
員
養
成
の
体
制
は
整
備
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
（
７
）
、
当
該
附
則
の
存
在
を
言
い
訳
と
し
て

専
門
職
員
を
置
か
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
支
持

を
得
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、
基
本
構
想
が
、
新
図
書
館
に
備

え
る
公
文
書
館
機
能
に
よ
り
果
た
そ
う
と
す
る
「
図
書
館
資
料
と
公

文
書
を
同
じ
場
所
で
閲
覧
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
き
る
」（
一
八
頁
）
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
司
書
と
は
異
な
る
専
門
性
を
有
し
た
職
員
の

配
置
が
必
須
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
８
）
。 

 

二 

公
文
書
管
理
法 

公
文
書
館●

法
三
条
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、「
歴
史
資
料
と
し
て

重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
責
務
」
を
課
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
公
文

書
管●

理●

法
も
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
責
務
を
課
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、「
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保

有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及

び
こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
三
四
条
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
努
力
義
務
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
新
図
書
館
に
公
文
書
館
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、

石
川
県
は
同
条
の
努
力
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。 

公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
解
釈
の
余
地

が
あ
る
が
、
同
法
が
「
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸

活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」（
同
法
一
条
）
を
目
的
と
し
、
第
四
章
で
「
歴
史
公

文
書
等
の
保
存
、利
用
等
」に
つ
き
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

少
な
く
と
も
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
「
石
川
県
の
有
す
る

そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
住
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
の
一
手
段
と
な
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で

あ
ろ
う
。問
題
は
、ど
の
程
度
ま
で
や
れ
ば
同
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ

て
い
る
と
評
価
で
き
る
か
で
あ
る
。 

公
文
書
管
理
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
で
あ
る
「
公
文
書
等
の
管
理

に
関
す
る
法
律
」
が
示
す
よ
う
に
、「
公
文
書
等
」
の
管
理
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
が
定
め
る
「
公
文
書
等
」
に
は
、
行
政

文
書
、
法
人
文
書
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
特
定
歴
史
公
文
書
等
は
、
更
に
四
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る

（【
表
】
参
照
）。 

   

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
法
学
的
視
点
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る

「
あ
る
べ
き
公
文
書
館
機
能
」
を
構
想
す
る
上
で
の
材
料
を
提
供
す

る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

第
一
章

法
律
が
地
方
公
共
団
体
に
要
求
し
て
い
る
事
項

一 

公
文
書
館
法 

基
本
構
想
で
は
、
公
文
書
館
法
二
条
、
四
条
、
五
条
一
項
・
二
項

を
示
し
、
公
文
書
館
の
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て
、「
①
保
存
期
間
の

満
了
し
た
公
文
書
等
の
中
か
ら
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
を
選

別
し
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
整
理
し
た
上
で
目
録
を
作
成
し
、
適
切

な
環
境
の
下
で
収
集
・
保
存
を
行
う
、
②
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

公
文
書
等
に
つ
い
て
、閲
覧
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

利
用
普
及
を
図
る
た
め
、
展
示
や
講
習
会
を
行
う
、
③
上
記
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
３
）
。 

公
文
書
館
法
は
、
我
が
国
最
初
の
公
文
書
館
に
関
す
る
法
律
で
あ

る
。
わ
ず
か
七
条
か
ら
な
る
理
念
的
性
格
が
強
い
法
律
で
あ
る
と
は

い
う
も
の
の
、
同
法
の
制
定
を
受
け
、
い
く
つ
も
の
公
文
書
館
が
地

方
公
共
団
体
で
整
備
さ
れ
て
き
た
（
４
）
。
そ
し
て
同
法
に
は
、
基
本
構

想
が
挙
げ
て
い
る
条
文
以
外
に
も
、
地
方
公
共
団
体
に
関
し
て
以
下

の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

ア
．「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に

関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
」
を
地
方
公
共
団
体
が

有
し
て
い
る
こ
と
（
同
法
三
条
） 

イ
．「
公
文
書
館
に
は
、
館
長
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
専
門
職
員
そ
の
他
必

要
な
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
」
こ
と
（
同
法
四
条
二
項
） 

基
本
構
想
が
、
何
故
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
か
定

か
で
は
な
い
が
、
石
川
県
が
新
図
書
館
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
公
文
書
館
機
能
は
、
ア
．
の
責
務
を
果
た
す
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
．
に
つ
い
て
は
、
新
図
書

館
に
館
長
や
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
た
め
、
ネ
ッ

ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
専
門
職
員
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
専
門
職
員
に
つ
い
て
は
、同
法
制
定
附
則
二
項
に
お
い
て「
当

分
の
間
（
５
）
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
文
書
館
に
は
、
第
四
条

第
二
項
の
専
門
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る

た
め
、
こ
れ
を
置
か
な
く
て
も
公
文
書
館
法
違
反
に
は
な
ら
な
い
よ

う
に
も
思
え
る
（
６
）
。
同
法
が
こ
の
よ
う
な
条
文
を
置
い
た
の
は
、
総

理
府
「
公
文
書
館
法
解
釈
の
要
旨
」（
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
六

月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
専
門
職
員
を
養
成
す
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
確
保
が
容
易
で
な
い
た
め

に
設
け
ら
れ
た
特
例
規
定
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 
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確
か
に
、
公
文
書
館
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
理
屈
は
通
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
公
文
書
館
法
制

定
当
時
と
異
な
り
、
現
在
で
は
、
専
門
職
員
養
成
の
体
制
は
整
備
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
（
７
）
、
当
該
附
則
の
存
在
を
言
い
訳
と
し
て

専
門
職
員
を
置
か
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
支
持

を
得
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、
基
本
構
想
が
、
新
図
書
館
に
備

え
る
公
文
書
館
機
能
に
よ
り
果
た
そ
う
と
す
る
「
図
書
館
資
料
と
公

文
書
を
同
じ
場
所
で
閲
覧
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
き
る
」（
一
八
頁
）
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
司
書
と
は
異
な
る
専
門
性
を
有
し
た
職
員
の

配
置
が
必
須
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
８
）
。 

 

二 

公
文
書
管
理
法 

公
文
書
館●

法
三
条
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、「
歴
史
資
料
と
し
て

重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
責
務
」
を
課
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
公
文

書
管●

理●

法
も
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
責
務
を
課
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、「
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保

有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及

び
こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
三
四
条
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
努
力
義
務
規
定
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
新
図
書
館
に
公
文
書
館
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、

石
川
県
は
同
条
の
努
力
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。 

公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
解
釈
の
余
地

が
あ
る
が
、
同
法
が
「
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸

活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」（
同
法
一
条
）
を
目
的
と
し
、
第
四
章
で
「
歴
史
公

文
書
等
の
保
存
、利
用
等
」に
つ
き
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

少
な
く
と
も
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
「
石
川
県
の
有
す
る

そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
住
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
の
一
手
段
と
な
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で

あ
ろ
う
。問
題
は
、ど
の
程
度
ま
で
や
れ
ば
同
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ

て
い
る
と
評
価
で
き
る
か
で
あ
る
。 

公
文
書
管
理
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
で
あ
る
「
公
文
書
等
の
管
理

に
関
す
る
法
律
」
が
示
す
よ
う
に
、「
公
文
書
等
」
の
管
理
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
が
定
め
る
「
公
文
書
等
」
に
は
、
行
政

文
書
、
法
人
文
書
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
特
定
歴
史
公
文
書
等
は
、
更
に
四
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る

（【
表
】
参
照
）。 

   

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
法
学
的
視
点
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る

「
あ
る
べ
き
公
文
書
館
機
能
」
を
構
想
す
る
上
で
の
材
料
を
提
供
す

る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

第
一
章

法
律
が
地
方
公
共
団
体
に
要
求
し
て
い
る
事
項

一 

公
文
書
館
法 

基
本
構
想
で
は
、
公
文
書
館
法
二
条
、
四
条
、
五
条
一
項
・
二
項

を
示
し
、
公
文
書
館
の
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て
、「
①
保
存
期
間
の

満
了
し
た
公
文
書
等
の
中
か
ら
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
を
選

別
し
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
整
理
し
た
上
で
目
録
を
作
成
し
、
適
切

な
環
境
の
下
で
収
集
・
保
存
を
行
う
、
②
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

公
文
書
等
に
つ
い
て
、閲
覧
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

利
用
普
及
を
図
る
た
め
、
展
示
や
講
習
会
を
行
う
、
③
上
記
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
３
）
。 

公
文
書
館
法
は
、
我
が
国
最
初
の
公
文
書
館
に
関
す
る
法
律
で
あ

る
。
わ
ず
か
七
条
か
ら
な
る
理
念
的
性
格
が
強
い
法
律
で
あ
る
と
は

い
う
も
の
の
、
同
法
の
制
定
を
受
け
、
い
く
つ
も
の
公
文
書
館
が
地

方
公
共
団
体
で
整
備
さ
れ
て
き
た
（
４
）
。
そ
し
て
同
法
に
は
、
基
本
構

想
が
挙
げ
て
い
る
条
文
以
外
に
も
、
地
方
公
共
団
体
に
関
し
て
以
下

の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

ア
．「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に

関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
」
を
地
方
公
共
団
体
が

有
し
て
い
る
こ
と
（
同
法
三
条
） 

イ
．「
公
文
書
館
に
は
、
館
長
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
専
門
職
員
そ
の
他
必

要
な
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
」
こ
と
（
同
法
四
条
二
項
） 

基
本
構
想
が
、
何
故
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
か
定

か
で
は
な
い
が
、
石
川
県
が
新
図
書
館
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
公
文
書
館
機
能
は
、
ア
．
の
責
務
を
果
た
す
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
．
に
つ
い
て
は
、
新
図
書

館
に
館
長
や
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
た
め
、
ネ
ッ

ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
専
門
職
員
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
専
門
職
員
に
つ
い
て
は
、同
法
制
定
附
則
二
項
に
お
い
て「
当

分
の
間
（
５
）
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
文
書
館
に
は
、
第
四
条

第
二
項
の
専
門
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る

た
め
、
こ
れ
を
置
か
な
く
て
も
公
文
書
館
法
違
反
に
は
な
ら
な
い
よ

う
に
も
思
え
る
（
６
）
。
同
法
が
こ
の
よ
う
な
条
文
を
置
い
た
の
は
、
総

理
府
「
公
文
書
館
法
解
釈
の
要
旨
」（
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
六

月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
専
門
職
員
を
養
成
す
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
確
保
が
容
易
で
な
い
た
め

に
設
け
ら
れ
た
特
例
規
定
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 
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条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
（

）

が
保
有
す
る
文
書 

【
Ｃ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
行
政
文
書
）：
公
文
書
館
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は
な

い
が
、
新
図
書
館
が
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し

う
る
。 

【
Ｄ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
法
人
文
書
）：
公
文
書
館
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は
な

い
が
、
新
図
書
館
が
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し

う
る
。 

【
Ｅ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
立
法
機
関
・
司
法
機
関
の
文
書
）：

石
川
県
に
立
法
機
関
、
司
法
機
関
は
な
い
こ
と
、
公
文
書
館

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
相
当
す
る
文
書
は
な
い
。

石
川
県
議
会
を
立
法
機
関
に
見
立
て
る
な
ら
ば
、
新
図
書
館

が
議
会
文
書
の
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し
う

る
（

）
。 

【
Ｆ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
寄
贈
・
寄
託
文
書
）：
公
文
書
館
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は

な
い
が
（

）
、
新
図
書
館
が
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
れ
ば
存
在

し
う
る
。 

新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
は
、
石
川
県
が
保
有
す
る
【
Ｃ
】
～

【
Ｆ
】
の
管
理
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
状
よ
り
も
公

文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
近
づ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
整
備
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
不

十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書

が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ
れ
る
た
め
に
は
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
段
階

で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
だ
か
ら

で
あ
る
。
石
川
県
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

は
次
章
で
取
り
上
げ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、「
新
図
書
館
に
公
文
書
館

機
能
を
備
え
た
だ
け
で
は
、『
公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
た
』

と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
」
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め

る
。 

 

三 

著
作
権
法 

図
書
館
は
、地
方
自
治
法
二
四
四
条
一
項
が
定
め
る「
公
の
施
設
」

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
は
条
例
で
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
二
四
四
条
の
二
第
一
項
）。
そ
の
た
め
、

新
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
設
置
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
（

）
。
公
文

書
館
機
能
を
有
し
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
の
文
書
の
移
管
を
受
け
、【
Ｃ
】【
Ｄ
】

の
文
書
と
し
て
利
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
た
、【
Ｆ
】
の
文

書
を
利
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
著
作
権
法
上
の
取

扱
い
が
一
般
の
図
書
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
条
例
に
よ
る
手

 

こ
れ
を
石
川
県
の
事
例
に
置
き
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（【
表
】
で
示
し
た
公
文
書
管
理
法
の
記
号
と
区
別
す
る
た
め
、
Ａ
～

Ｆ
に
【

】
を
付
け
て
表
記
す
る
）（
９
）
。 

【
Ａ
】（
行
政
文
書
）：
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
が
定
め
る

「
公
文
書
」
（
同
条
一
項
に
い
う
「
県
設
立
独
立
行
政
法
人

が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）
、
石
川
県
文
書
管
理
規
程

二
条
八
号
が
定
め
る
「
文
書
」
、
石
川
県
議
会
事
務
局
文
書

取
扱
規
程
一
条
の
二
第
一
号
が
定
め
る
「
文
書
」
、
石
川
県

教
育
委
員
会
文
書
管
理
規
程
二
条
五
号
が
定
め
る
「
文
書
」、

石
川
県
公
安
委
員
会
文
書
管
理
規
程
二
条
一
号
が
定
め
る

「
文
書
」
、
石
川
県
警
察
文
書
管
理
規
程
二
条
一
号
が
定
め

る
「
文
書
」
、
石
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
組
織
運
営
規
程
に

よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
文
書
、
石
川
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務

規
程
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
文
書
、
石
川
県
人
事
委
員
会
事

務
局
文
書
取
扱
規
程
一
条
の
二
第
一
号
が
定
め
る
「
文
書
」、

石
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
に
よ
り
取
り
扱
わ

れ
る
文
書
、
収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
（

）

が
保
有
し
て
い
る
文
書 

【
Ｂ
】（
法
人
文
書
）：
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
が
定
め
る

「
公
文
書
」
の
う
ち
、
県
設
立
独
立
行
政
法
人
（
石
川
県
公

立
大
学
法
人
）
が
保
有
し
て
い
る
文
書
、
石
川
県
情
報
公
開

【表 公文書管理法が定める「公文書等」の内容】

公文書等

（ 条 項）

行政文書（ 条 項）

国の行政機関の文書（行政機関情報公

開法・行政機関個人情報保護法に基づ

く開示請求等の対象文書）

法人文書（ 条 項）

独立行政法人等の文書（独立行政法人

等情報公開法・独立行政法人等個人情

報保護法に基づく開示請求等の対象文

書）

特定歴史公文書等（ 条 項）

（公文書管理法 条 項に

基づく利用請求権の対象文

書）

国の行政機関から国立公文書館等（ 条

項）に移管された文書（ 条 項 号）

独立行政法人等から国立公文書館等に

移管された文書（ 条 項 号）

国の行政機関以外の国の機関（立法機

関・司法機関）から、内閣総理大臣を

経て、独立行政法人国立公文書館の設

置する公文書館に移管された文書（ 条

項 号）

国・独立行政法人等以外の団体や個人

から国立公文書館等に寄贈・寄託され

た文書（ 条 項 号）
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条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
（

）

が
保
有
す
る
文
書 

【
Ｃ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
行
政
文
書
）：
公
文
書
館
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は
な

い
が
、
新
図
書
館
が
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し

う
る
。 

【
Ｄ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
法
人
文
書
）：
公
文
書
館
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は
な

い
が
、
新
図
書
館
が
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し

う
る
。 

【
Ｅ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
元
・
立
法
機
関
・
司
法
機
関
の
文
書
）：

石
川
県
に
立
法
機
関
、
司
法
機
関
は
な
い
こ
と
、
公
文
書
館

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
相
当
す
る
文
書
は
な
い
。

石
川
県
議
会
を
立
法
機
関
に
見
立
て
る
な
ら
ば
、
新
図
書
館

が
議
会
文
書
の
移
管
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
存
在
し
う

る
（

）
。 

【
Ｆ
】（
特
定
歴
史
公
文
書
等
：
寄
贈
・
寄
託
文
書
）：
公
文
書
館
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
相
当
す
る
文
書
は
現
時
点
で
は

な
い
が
（

）
、
新
図
書
館
が
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
れ
ば
存
在

し
う
る
。 

新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
は
、
石
川
県
が
保
有
す
る
【
Ｃ
】
～

【
Ｆ
】
の
管
理
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
状
よ
り
も
公

文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
近
づ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
整
備
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
不

十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書

が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ
れ
る
た
め
に
は
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
段
階

で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
だ
か
ら

で
あ
る
。
石
川
県
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

は
次
章
で
取
り
上
げ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、「
新
図
書
館
に
公
文
書
館

機
能
を
備
え
た
だ
け
で
は
、『
公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
た
』

と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
」
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め

る
。 

 

三 

著
作
権
法 

図
書
館
は
、地
方
自
治
法
二
四
四
条
一
項
が
定
め
る「
公
の
施
設
」

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
は
条
例
で
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
二
四
四
条
の
二
第
一
項
）。
そ
の
た
め
、

新
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
設
置
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
（

）
。
公
文

書
館
機
能
を
有
し
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
の
文
書
の
移
管
を
受
け
、【
Ｃ
】【
Ｄ
】

の
文
書
と
し
て
利
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
た
、【
Ｆ
】
の
文

書
を
利
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
著
作
権
法
上
の
取

扱
い
が
一
般
の
図
書
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
条
例
に
よ
る
手

 

こ
れ
を
石
川
県
の
事
例
に
置
き
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（【
表
】
で
示
し
た
公
文
書
管
理
法
の
記
号
と
区
別
す
る
た
め
、
Ａ
～

Ｆ
に
【

】
を
付
け
て
表
記
す
る
）（
９
）
。 

【
Ａ
】（
行
政
文
書
）：
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
が
定
め
る

「
公
文
書
」
（
同
条
一
項
に
い
う
「
県
設
立
独
立
行
政
法
人

が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）
、
石
川
県
文
書
管
理
規
程

二
条
八
号
が
定
め
る
「
文
書
」
、
石
川
県
議
会
事
務
局
文
書

取
扱
規
程
一
条
の
二
第
一
号
が
定
め
る
「
文
書
」
、
石
川
県

教
育
委
員
会
文
書
管
理
規
程
二
条
五
号
が
定
め
る
「
文
書
」、

石
川
県
公
安
委
員
会
文
書
管
理
規
程
二
条
一
号
が
定
め
る

「
文
書
」
、
石
川
県
警
察
文
書
管
理
規
程
二
条
一
号
が
定
め

る
「
文
書
」
、
石
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
組
織
運
営
規
程
に

よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
文
書
、
石
川
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務

規
程
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
文
書
、
石
川
県
人
事
委
員
会
事

務
局
文
書
取
扱
規
程
一
条
の
二
第
一
号
が
定
め
る
「
文
書
」、

石
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
に
よ
り
取
り
扱
わ

れ
る
文
書
、
収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
（

）

が
保
有
し
て
い
る
文
書 

【
Ｂ
】（
法
人
文
書
）：
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
が
定
め
る

「
公
文
書
」
の
う
ち
、
県
設
立
独
立
行
政
法
人
（
石
川
県
公

立
大
学
法
人
）
が
保
有
し
て
い
る
文
書
、
石
川
県
情
報
公
開

【表 公文書管理法が定める「公文書等」の内容】

公文書等

（ 条 項）

行政文書（ 条 項）

国の行政機関の文書（行政機関情報公

開法・行政機関個人情報保護法に基づ

く開示請求等の対象文書）

法人文書（ 条 項）

独立行政法人等の文書（独立行政法人

等情報公開法・独立行政法人等個人情

報保護法に基づく開示請求等の対象文

書）

特定歴史公文書等（ 条 項）

（公文書管理法 条 項に

基づく利用請求権の対象文

書）

国の行政機関から国立公文書館等（ 条

項）に移管された文書（ 条 項 号）

独立行政法人等から国立公文書館等に

移管された文書（ 条 項 号）

国の行政機関以外の国の機関（立法機

関・司法機関）から、内閣総理大臣を

経て、独立行政法人国立公文書館の設

置する公文書館に移管された文書（ 条

項 号）

国・独立行政法人等以外の団体や個人

から国立公文書館等に寄贈・寄託され

た文書（ 条 項 号）
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資
法
人
等
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、【
Ｄ
】
と
し
て
の
利
用
に

際
し
て
問
題
と
な
り
得
る
。 

【
Ｂ
】
の
う
ち
取
得
文
書
（【
Ｂ
取
得
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
以
外
の
者
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
新

図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
け
る
【
Ｄ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し

て
問
題
と
な
り
得
る
。 

【
Ｆ
】
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
書
を
作
成
し
た
石
川
県
以
外
の
者

が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
利
用
に
際

し
て
問
題
と
な
り
得
る
。 

以
上
よ
り
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
け
る
利
用
に
お
い

て
著
作
権
が
問
題
と
な
り
得
る
の
は
、主
に
、【
Ａ
取
得
文
書
】が【
Ｃ
】

に
な
っ
た
も
の
、【
Ｂ
作
成
文
書
】【
Ｂ
取
得
文
書
】
が
【
Ｄ
】
に
な
っ

た
も
の
、【
Ｆ
】
の
文
書
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
著
作
権
者
か
ら
了
解
を
得
て
い
れ

ば
、
前
述
の
各
種
権
利
の
侵
害
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
て
い
な
い
場
合
、
著
作
権
者
を
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。そ
こ
で
、著
作
権
法
は
、

一
定
の
場
合
に
こ
れ
ら
の
権
利
の
制
限
を
定
め
て
い
る
。 

著
作
権
法
一
八
条
一
項
前
段
は
、「
著
作
者
は
、
そ
の
著
作
物
で
ま

だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
そ
の
同
意
を
得
な
い
で
公
表
さ
れ
た

著
作
物
を
含
む
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
公
衆
に
提
供
し
、

又
は
提
示
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
が
公
表
権
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
衆
」
は
、「
不
特
定
の
人
」
ま
た
は
「
特
定
多

数
の
人
」
を
意
味
す
る
た
め
、
利
用
者
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
申
込
み

を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
に
個
別
に
閲
覧
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

公
衆
に
向
け
た
も
の
と
な
る
（

）
。 

公
表
権
は
、
著
作
者
人
格
権
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
譲
渡
し
た
り
、
相
続
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
著
作
権
法
五
九
条
）。
そ
の
た
め
、
未
公
表
著
作
物
の
提
出

を
受
け
取
得
し
た
り
、
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
た
り
し
た
と
し
て
も
、

著
作
者
が
同
意
し
な
い
限
り
、
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
、
同
法
一
八
条
三
項
は
、
同
項
各
号
が
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
れ
ば
、
著
作
者
は
「
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
為

に
つ
い
て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
定
め
て
い
る
。
新
図
書
館

の
公
文
書
館
機
能
と
関
係
す
る
の
は
、
同
項
三
号
で
あ
る
。
同
号
に

よ
れ
ば
、
著
作
者
は
、
次
の
「
場
合
」
に
、
次
の
「
行
為
」
に
つ
い

て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。 

 

［
場
合
］
そ
の
著
作
物
で
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
地
方
公

共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
提
供
し
た
場
合
（

）

に

お
い
て
、
当
該
著
作
物
に
係
る
歴
史
公
文
書
等
（

）

が
当
該

地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
か
ら
公
文
書
管

当
て
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

【
Ａ
】【
Ｂ
】
の
文
書
は
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
一
項
が
定

め
る
実
施
機
関
の
職
員
（
役
員
）
が
職
務
上
作
成

●

●

又
は
取
得

●

●

し
た
も

の
で
あ
る
（
同
条
二
項
本
文
）。 

前
者
（
作
成
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
の
職
員
（
役
員
）

が
職
務
上
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
文
書
が
著
作
物

（

）

で
あ
れ
ば
、
一
般
に
法
人
著
作
（
著
作
権
法
一
五
条
一
項
）
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
作
成
文
書
の
場
合
、
当
該
著
作

物
の
著
作
権
は
、【
Ａ
】
に
つ
い
て
は
石
川
県
が
、【
Ｂ
】
に
つ
い
て

は
石
川
県
公
立
大
学
法
人
や
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定

め
る
出
資
法
人
等
が
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（

）
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
（
取
得
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関

の
職
員
（
役
員
）
以
外
の
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該

文
書
が
著
作
物
で
あ
れ
ば
、
当
該
文
書
を
作
成
し
た
者
が
著
作
権
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
文
書
を
物
理
的
に
取
得
す
る
こ
と
は
、

当
該
文
書
に
つ
い
て
発
生
し
て
い
る
著
作
権
の
取
得
を
意
味
し
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、【
Ｆ
】
の
文
書
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
妥

当
し
よ
う
。 

新
図
書
館
に
お
け
る
公
文
書
館
機
能
に
お
い
て
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
の

移
管
を
受
け
て
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
と
な
っ
た
文
書
や
、【
Ｆ
】
の
文
書
を

ど
の
よ
う
な
形
で
利
用
さ
せ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、

基
本
構
想
に
は
、「
閲
覧
」（
一
八
頁
）、「
提
供
」（
一
九
頁
）、「
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
も
の
は
石
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
を
含
め
、
広
く

公
開
す
る「
県
民
参
加
型
・
共
有
型
の『
石
川
ア
ー
カ
イ
ブ（
仮
称
） 

』｣

を
構
築
し
ま
す
」（
同
頁
）、「
展
示
」（
同
頁
）
と
の
表
現
が
見
ら
れ

る
た
め
、
①
新
図
書
館
で
の
閲
覧
、
②
写
し
の
交
付
、
③
デ
ジ
タ
ル

化
、
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
利
用
、
⑤
展
示
、
が
想
定
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
著
作
権
に
当
て
は
め
る
と
、
①
公
表

権
（
著
作
権
法
一
八
条
一
項
）、
②
複
製
権
（
同
法
二
一
条
）・
譲
渡

権
（
同
法
二
六
条
の
二
第
一
項
）、
③
複
製
権
、
④
公
衆
送
信
権
（
同

法
二
三
条
）、
⑤
展
示
権
（
同
法
二
五
条
）
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り

得
る
（

）
。 

【
Ａ
】
の
う
ち
作
成
文
書
（【
Ａ
作
成
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能

に
お
け
る
【
Ｃ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し
て
著
作
権
が
問
題
と
な
る

と
は
考
え
に
く
い
。 

【
Ａ
】
の
う
ち
取
得
文
書
（【
Ａ
取
得
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
以
外
の
者
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文

書
館
機
能
に
お
け
る
【
Ｃ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し
て
問
題
と
な
り

得
る
。 

【
Ｂ
】
の
う
ち
作
成
文
書
（【
Ｂ
作
成
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
公
立
大
学
法
人
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
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資
法
人
等
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、【
Ｄ
】
と
し
て
の
利
用
に

際
し
て
問
題
と
な
り
得
る
。 

【
Ｂ
】
の
う
ち
取
得
文
書
（【
Ｂ
取
得
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
以
外
の
者
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
新

図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
け
る
【
Ｄ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し

て
問
題
と
な
り
得
る
。 

【
Ｆ
】
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
書
を
作
成
し
た
石
川
県
以
外
の
者

が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
利
用
に
際

し
て
問
題
と
な
り
得
る
。 

以
上
よ
り
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
け
る
利
用
に
お
い

て
著
作
権
が
問
題
と
な
り
得
る
の
は
、主
に
、【
Ａ
取
得
文
書
】が【
Ｃ
】

に
な
っ
た
も
の
、【
Ｂ
作
成
文
書
】【
Ｂ
取
得
文
書
】
が
【
Ｄ
】
に
な
っ

た
も
の
、【
Ｆ
】
の
文
書
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
著
作
権
者
か
ら
了
解
を
得
て
い
れ

ば
、
前
述
の
各
種
権
利
の
侵
害
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
て
い
な
い
場
合
、
著
作
権
者
を
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。そ
こ
で
、著
作
権
法
は
、

一
定
の
場
合
に
こ
れ
ら
の
権
利
の
制
限
を
定
め
て
い
る
。 

著
作
権
法
一
八
条
一
項
前
段
は
、「
著
作
者
は
、
そ
の
著
作
物
で
ま

だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
そ
の
同
意
を
得
な
い
で
公
表
さ
れ
た

著
作
物
を
含
む
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
公
衆
に
提
供
し
、

又
は
提
示
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
が
公
表
権
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
衆
」
は
、「
不
特
定
の
人
」
ま
た
は
「
特
定
多

数
の
人
」
を
意
味
す
る
た
め
、
利
用
者
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
申
込
み

を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
に
個
別
に
閲
覧
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

公
衆
に
向
け
た
も
の
と
な
る
（

）
。 

公
表
権
は
、
著
作
者
人
格
権
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
譲
渡
し
た
り
、
相
続
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
著
作
権
法
五
九
条
）。
そ
の
た
め
、
未
公
表
著
作
物
の
提
出

を
受
け
取
得
し
た
り
、
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
た
り
し
た
と
し
て
も
、

著
作
者
が
同
意
し
な
い
限
り
、
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
、
同
法
一
八
条
三
項
は
、
同
項
各
号
が
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
れ
ば
、
著
作
者
は
「
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
為

に
つ
い
て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
定
め
て
い
る
。
新
図
書
館

の
公
文
書
館
機
能
と
関
係
す
る
の
は
、
同
項
三
号
で
あ
る
。
同
号
に

よ
れ
ば
、
著
作
者
は
、
次
の
「
場
合
」
に
、
次
の
「
行
為
」
に
つ
い

て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。 

 

［
場
合
］
そ
の
著
作
物
で
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
地
方
公

共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
提
供
し
た
場
合
（

）

に

お
い
て
、
当
該
著
作
物
に
係
る
歴
史
公
文
書
等
（

）

が
当
該

地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
か
ら
公
文
書
管

当
て
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

【
Ａ
】【
Ｂ
】
の
文
書
は
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
一
項
が
定

め
る
実
施
機
関
の
職
員
（
役
員
）
が
職
務
上
作
成

●

●

又
は
取
得

●

●

し
た
も

の
で
あ
る
（
同
条
二
項
本
文
）。 

前
者
（
作
成
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
の
職
員
（
役
員
）

が
職
務
上
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
文
書
が
著
作
物

（

）

で
あ
れ
ば
、
一
般
に
法
人
著
作
（
著
作
権
法
一
五
条
一
項
）
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
作
成
文
書
の
場
合
、
当
該
著
作

物
の
著
作
権
は
、【
Ａ
】
に
つ
い
て
は
石
川
県
が
、【
Ｂ
】
に
つ
い
て

は
石
川
県
公
立
大
学
法
人
や
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定

め
る
出
資
法
人
等
が
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（

）
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
（
取
得
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関

の
職
員
（
役
員
）
以
外
の
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該

文
書
が
著
作
物
で
あ
れ
ば
、
当
該
文
書
を
作
成
し
た
者
が
著
作
権
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
文
書
を
物
理
的
に
取
得
す
る
こ
と
は
、

当
該
文
書
に
つ
い
て
発
生
し
て
い
る
著
作
権
の
取
得
を
意
味
し
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、【
Ｆ
】
の
文
書
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
妥

当
し
よ
う
。 

新
図
書
館
に
お
け
る
公
文
書
館
機
能
に
お
い
て
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
の

移
管
を
受
け
て
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
と
な
っ
た
文
書
や
、【
Ｆ
】
の
文
書
を

ど
の
よ
う
な
形
で
利
用
さ
せ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、

基
本
構
想
に
は
、「
閲
覧
」（
一
八
頁
）、「
提
供
」（
一
九
頁
）、「
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
も
の
は
石
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
を
含
め
、
広
く

公
開
す
る「
県
民
参
加
型
・
共
有
型
の『
石
川
ア
ー
カ
イ
ブ（
仮
称
） 

』｣

を
構
築
し
ま
す
」（
同
頁
）、「
展
示
」（
同
頁
）
と
の
表
現
が
見
ら
れ

る
た
め
、
①
新
図
書
館
で
の
閲
覧
、
②
写
し
の
交
付
、
③
デ
ジ
タ
ル

化
、
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
利
用
、
⑤
展
示
、
が
想
定
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
著
作
権
に
当
て
は
め
る
と
、
①
公
表

権
（
著
作
権
法
一
八
条
一
項
）、
②
複
製
権
（
同
法
二
一
条
）・
譲
渡

権
（
同
法
二
六
条
の
二
第
一
項
）、
③
複
製
権
、
④
公
衆
送
信
権
（
同

法
二
三
条
）、
⑤
展
示
権
（
同
法
二
五
条
）
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り

得
る
（

）
。 

【
Ａ
】
の
う
ち
作
成
文
書
（【
Ａ
作
成
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能

に
お
け
る
【
Ｃ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し
て
著
作
権
が
問
題
と
な
る

と
は
考
え
に
く
い
。 

【
Ａ
】
の
う
ち
取
得
文
書
（【
Ａ
取
得
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
以
外
の
者
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文

書
館
機
能
に
お
け
る
【
Ｃ
】
と
し
て
の
利
用
に
際
し
て
問
題
と
な
り

得
る
。 

【
Ｂ
】
の
う
ち
作
成
文
書
（【
Ｂ
作
成
文
書
】）
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
公
立
大
学
法
人
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
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作
権
法
に
い
う「
公
文
書
管
理
条
例
」「
地
方
公
文
書
館
等
」を
備
え
、

同
法
一
八
条
三
項
三
号
・
五
号
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
（

）
。 

な
お
、
公
表
権
以
外
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
四
二
条

の
三
第
一
項
が
保
存
の
た
め
の
複
製
を
、
同
条
二
項
が
閲
覧
・
写
し

の
交
付
の
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
利
用
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
も
、「
公
文
書
管
理
条
例
」
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
公
衆
送
信
権
、
展
示
権
と
の
関
係
で
の
調
整
規
定
は

置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
同
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
で
公

衆
送
信
や
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
。 

以
上
よ
り
、
新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、

著
作
権
法
と
の
関
係
を
十
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。 

 

第
二
章

石
川
県
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題

一 

実
施
機
関
に
よ
る
恣
意
的
な
文
書
管
理
の
可
能
性 

先
述
し
た
よ
う
に
、【
Ｃ
】
の
文
書
が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ

れ
る
た
め
に
は
、【
Ａ
】
段
階
で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
図
書
で
あ
れ
ば
、
仮
に
紛
失
し
た
と

し
て
も
代
替
物
を
購
入
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、【
Ａ
】
の
文

書
は
基
本
的
に
一
点
モ
ノ
で
あ
る
た
め
（

）
、
こ
の
段
階
で
不
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
、
一
度
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
二
度
と
戻
る
こ
と
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
世
界
で
は
、
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
表
す

際
に
、【
Ａ
】
段
階
を
上
流
、【
Ｃ
】
段
階
を
下
流
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
上
流
で
失
わ
れ
た
水
は
、
下
流
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。
で
は
、
石
川
県
に
お
け
る
「
上
流
」
は
、
今
後
設
置
さ
れ

る「
下
流
」に
文
書
を
適
正
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
例
規
を
前
提
と
す
る
限
り
、
こ
れ
は
否
定
的

に
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。 

本
誌
五
〇
頁
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
【
Ａ
】
の
文
書
管
理
の
根
拠
は

様
々
で
あ
る
。
様
々
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
こ
に
は
「
実
施

機
関
の
判
断
の
み
で
変
更
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
共
通
し
た
性
質
が

あ
る
。 

石
川
県
文
書
管
理
規
程
は
、
訓
令
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
訓

令
は
、
知
事
が
自
ら
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
所
管
の
諸
機
関
・
職

員
に
対
し
て
発
す
る
命
令
で
あ
り
、
知
事
の
み
の
判
断
で
制
定
改
廃

が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
実
施
機
関
が
定
め
て
い
る
文
書
管

理
規
程
、
処
務
規
程
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

例
え
ば
、石
川
県
文
書
管
理
規
程
四
七
条
は
文
書
の
保
存
期
間
を
、

理
条
例
（
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
の
保
有

す
る
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
に
つ
い
て

定
め
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
基
づ
き
地
方
公
文
書
館
等
（
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保

存
及
び
利
用
を
図
る
施
設
と
し
て
公
文
書
管
理
条
例
が
定

め
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
移
管
さ
れ
た
場
合
（

） 
 

［
行
為
］
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長

（
地
方
公
文
書
館
等
が
地
方
公
共
団
体
の
施
設
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
を
い
い
、

地
方
公
文
書
館
等
が
地
方
独
立
行
政
法
人
の
施
設
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
施
設
を
設
置
し
た
地
方
独
立
行
政

法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提

供
し
、
又
は
提
示
す
る
こ
と
。 

 

や
や
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
つ
ま
り
、
未
公
表
の
【
Ａ

取
得
文
書
】、【
Ｂ
取
得
文
書
】
が
、「
公
文
書
管
理
条
例
」
に
基
づ
き

「
地
方
公
文
書
館
等
」
に
移
管
さ
れ
た
場
合
（【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
な
っ

た
場
合
）
に
は
、
当
該
文
書
の
著
作
者
は
、
公
文
書
管
理
条
例
の
規

定
に
よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、

又
は
提
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 

ま
た
、【
Ｆ
】
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
五
号

に
よ
り
、
著
作
者
（

）

が
「
そ
の
著
作
物
で
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
地
方
公
文
書
館
等
に
提
供
し
た
場
合
（
公
文
書
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
別
段
の
意
思

表
示
を
し
た
場
合
を
除
く
。）」
に
は
、「
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
に

よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、
又

は
提
示
す
る
こ
と
」
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
す
と
さ
れ
て
い
る
（

）
。 

著
作
者
の
同
意
（
み
な
し
同
意
を
含
む
）
が
な
い
ま
ま
、
新
図
書

館
の
公
文
書
館
機
能
が
上
述
の
未
公
表
著
作
物
を
利
用
に
供
し
て
し

ま
う
と
、
公
表
権
侵
害
と
な
り
、
告
訴
が
あ
れ
ば
（
同
法
一
二
三
条

一
項
）、
同
法
一
一
九
条
二
項
一
号
に
該
当
す
る
と
し
て
、
五
年
以
下

の
懲
役
・
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
著
作
者
の
死
後
に
お
い
て
も
、
同
法
六
〇
条
本
文
の
「
著
作
物

を
公
衆
に
提
供
し
、
又
は
提
示
す
る
者
は
、
そ
の
著
作
物
の
著
作
者

が
存
し
な
く
な
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
著
作
者
が
存
し
て
い
る
と
し

た
な
ら
ば
そ
の
著
作
者
人
格
権
の
侵
害
と
な
る
べ
き
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
」
に
違
反
し
た
と
し
て
、
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
同
法
一
二
〇
条
）（

）
。 

こ
の
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
、
適
法
に
未
公
表
著

作
物
を
利
用
に
供
す
る
た
め
に
は
、
著
作
者
の
同
意
を
得
る
か
、
著
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作
権
法
に
い
う「
公
文
書
管
理
条
例
」「
地
方
公
文
書
館
等
」を
備
え
、

同
法
一
八
条
三
項
三
号
・
五
号
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
（

）
。 

な
お
、
公
表
権
以
外
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
四
二
条

の
三
第
一
項
が
保
存
の
た
め
の
複
製
を
、
同
条
二
項
が
閲
覧
・
写
し

の
交
付
の
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
利
用
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
も
、「
公
文
書
管
理
条
例
」
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
公
衆
送
信
権
、
展
示
権
と
の
関
係
で
の
調
整
規
定
は

置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
同
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
で
公

衆
送
信
や
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
。 

以
上
よ
り
、
新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、

著
作
権
法
と
の
関
係
を
十
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。 

 

第
二
章

石
川
県
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題

一 

実
施
機
関
に
よ
る
恣
意
的
な
文
書
管
理
の
可
能
性 

先
述
し
た
よ
う
に
、【
Ｃ
】
の
文
書
が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ

れ
る
た
め
に
は
、【
Ａ
】
段
階
で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
図
書
で
あ
れ
ば
、
仮
に
紛
失
し
た
と

し
て
も
代
替
物
を
購
入
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、【
Ａ
】
の
文

書
は
基
本
的
に
一
点
モ
ノ
で
あ
る
た
め
（

）
、
こ
の
段
階
で
不
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
、
一
度
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
二
度
と
戻
る
こ
と
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
世
界
で
は
、
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
表
す

際
に
、【
Ａ
】
段
階
を
上
流
、【
Ｃ
】
段
階
を
下
流
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
上
流
で
失
わ
れ
た
水
は
、
下
流
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。
で
は
、
石
川
県
に
お
け
る
「
上
流
」
は
、
今
後
設
置
さ
れ

る「
下
流
」に
文
書
を
適
正
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
例
規
を
前
提
と
す
る
限
り
、
こ
れ
は
否
定
的

に
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。 

本
誌
五
〇
頁
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
【
Ａ
】
の
文
書
管
理
の
根
拠
は

様
々
で
あ
る
。
様
々
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
こ
に
は
「
実
施

機
関
の
判
断
の
み
で
変
更
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
共
通
し
た
性
質
が

あ
る
。 

石
川
県
文
書
管
理
規
程
は
、
訓
令
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
訓

令
は
、
知
事
が
自
ら
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
所
管
の
諸
機
関
・
職

員
に
対
し
て
発
す
る
命
令
で
あ
り
、
知
事
の
み
の
判
断
で
制
定
改
廃

が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
実
施
機
関
が
定
め
て
い
る
文
書
管

理
規
程
、
処
務
規
程
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

例
え
ば
、石
川
県
文
書
管
理
規
程
四
七
条
は
文
書
の
保
存
期
間
を
、

理
条
例
（
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
の
保
有

す
る
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
に
つ
い
て

定
め
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
基
づ
き
地
方
公
文
書
館
等
（
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保

存
及
び
利
用
を
図
る
施
設
と
し
て
公
文
書
管
理
条
例
が
定

め
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
移
管
さ
れ
た
場
合
（

） 
 

［
行
為
］
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長

（
地
方
公
文
書
館
等
が
地
方
公
共
団
体
の
施
設
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
を
い
い
、

地
方
公
文
書
館
等
が
地
方
独
立
行
政
法
人
の
施
設
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
施
設
を
設
置
し
た
地
方
独
立
行
政

法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提

供
し
、
又
は
提
示
す
る
こ
と
。 

 

や
や
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
つ
ま
り
、
未
公
表
の
【
Ａ

取
得
文
書
】、【
Ｂ
取
得
文
書
】
が
、「
公
文
書
管
理
条
例
」
に
基
づ
き

「
地
方
公
文
書
館
等
」
に
移
管
さ
れ
た
場
合
（【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
な
っ

た
場
合
）
に
は
、
当
該
文
書
の
著
作
者
は
、
公
文
書
管
理
条
例
の
規

定
に
よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、

又
は
提
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 

ま
た
、【
Ｆ
】
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
五
号

に
よ
り
、
著
作
者
（

）

が
「
そ
の
著
作
物
で
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
地
方
公
文
書
館
等
に
提
供
し
た
場
合
（
公
文
書
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
別
段
の
意
思

表
示
を
し
た
場
合
を
除
く
。）」
に
は
、「
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
に

よ
り
地
方
公
文
書
館
等
の
長
が
当
該
著
作
物
を
公
衆
に
提
供
し
、
又

は
提
示
す
る
こ
と
」
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
す
と
さ
れ
て
い
る
（

）
。 

著
作
者
の
同
意
（
み
な
し
同
意
を
含
む
）
が
な
い
ま
ま
、
新
図
書

館
の
公
文
書
館
機
能
が
上
述
の
未
公
表
著
作
物
を
利
用
に
供
し
て
し

ま
う
と
、
公
表
権
侵
害
と
な
り
、
告
訴
が
あ
れ
ば
（
同
法
一
二
三
条

一
項
）、
同
法
一
一
九
条
二
項
一
号
に
該
当
す
る
と
し
て
、
五
年
以
下

の
懲
役
・
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
著
作
者
の
死
後
に
お
い
て
も
、
同
法
六
〇
条
本
文
の
「
著
作
物

を
公
衆
に
提
供
し
、
又
は
提
示
す
る
者
は
、
そ
の
著
作
物
の
著
作
者

が
存
し
な
く
な
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
著
作
者
が
存
し
て
い
る
と
し

た
な
ら
ば
そ
の
著
作
者
人
格
権
の
侵
害
と
な
る
べ
き
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
」
に
違
反
し
た
と
し
て
、
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
同
法
一
二
〇
条
）（

）
。 

こ
の
た
め
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
、
適
法
に
未
公
表
著

作
物
を
利
用
に
供
す
る
た
め
に
は
、
著
作
者
の
同
意
を
得
る
か
、
著
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よ
う
に
、
他
の
実
施
機
関
と
同
じ
く
最
低
限
の
文
書
管
理
を
条
例
に

よ
り
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例

三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
の
全
て
と
は
言
わ
な
い
が
、「
実
質
的

に
石
川
県
の
一
部
を
な
す
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
が
高
い
事

務
事
業
を
担
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人

と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
管
理
の
必
要
性 

新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、
実
施
機
関
の

別
な
く
公
文
書
が
移
管
さ
れ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
知
事
部
局
の
公
文
書
の
み
が
移
管
さ
れ
て
い
た
場
合
、
県
の
教

育
に
関
す
る
歴
史
を
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
の
公
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

り
、
同
様
の
こ
と
は
他
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
も
い
え
る
。 

こ
の
点
、鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
九
条
一
項
は
、

「
実
施
機
関
（

）

は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
簿
冊
に
つ
い
て…

…

公
文
書
館
へ
引
き
継
ぎ
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
お
り
、
公
文
書
館
へ
の
引
継
ぎ
（
公
文
書
管
理
法
に
い
う
「
移

管
」）
又
は
廃
棄
が
条
例
上
の
義
務
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
条
例
三
条
も
、「
県
の
機
関
（
知
事
、
議
会
、
公
営
企

業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監

査
委
員
、
労
働
委
員
会
、
収
用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及

び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
い
う
。）及
び
県
が
設
立
し
た
地
方
独

立
行
政
法
人
（
括
弧
内
略
）
は
、
そ
の
保
存
す
る
公
文
書
等
が
現
用

で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
公
文
書
等
を
公
文
書
館
に

引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
公
文
書
館
へ
の
公
文
書

等
の
引
渡
し
を
条
例
上
の
義
務
に
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
石
川
県
に
お
い
て
は
条
例
に
よ
る
縛
り
が
無
い
た

め
、
各
実
施
機
関
が
定
め
る
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
、
新
図
書
館

へ
の
移
管
に
つ
い
て
定
め
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
ま
ま
新
図
書
館
に
公
文
書
館
機
能
を
備
え
た
と
し
て
も
、
適

切
な
移
管
が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
い
て
利
用
に
供
さ
れ
る

【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
自
が
【
Ａ
】【
Ｂ
】
で
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。【
Ａ
】
と
、【
Ｂ
】
の
う
ち
石
川
県
公

立
大
学
法
人
が
保
有
し
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
情
報
公

開
条
例
五
条
が
定
め
る
公
開
請
求
権
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
非
公
開
決
定
等
に
よ
り
、
公
開
請
求
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
思

料
す
る
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
が
定
め
る
審
査
請
求
や
、
行
政
事

件
訴
訟
法
が
定
め
る
取
消
訴
訟
等
を
用
い
、
自
ら
の
権
利
の
救
済
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
な
っ
た
と
た
ん
権

利
性
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
か
ら
す
れ
ば
「
移
管
し

永
年
、
一
〇
年
、
五
年
、
三
年
、
一
年
、
一
年
未
満
の
六
種
類
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
と
短
期
に
変
更
す
る
こ
と
も
、
理
論
的
に

は
知
事
の
判
断
の
み
で
可
能
で
あ
る
し
（

）
、
他
の
実
施
機
関
が
定

め
る
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
、
保
存
期
間
を
定
め
な
い
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。 

ま
た
、
実
施
機
関
ご
と
に
文
書
管
理
の
根
拠
を
定
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
内
容
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
実

施
機
関
の
担
任
す
る
事
務
事
業
に
は
差
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
管
理

さ
れ
る
文
書
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
書
管

理
規
程
等
を
定
め
る
こ
と
自
体
は
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
共
通
し
て

最
低
限
守
る
べ
き
事
項
は
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
鳥
取
県
に
お
い
て
も
各
実
施
機
関
が
文
書
管
理
規
程
を

設
け
る
が
、
そ
こ
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
条
例
上
示

さ
れ
て
い
る
（
鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
一
〇
条
二

項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
各
実
施
機
関
に
お
い
て
最
低
限
の
内
容
を
備
え

た
文
書
管
理
規
程
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
県
に
お
い
て

も
、
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
な
け
れ
ば
、
上
流
で
あ
る
【
Ａ
】
の

文
書
管
理
が
最
低
限
の
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果

と
し
て
、
下
流
で
あ
る
【
Ｃ
】
の
充
実
度
が
、
実
施
機
関
に
よ
っ
て

様
々
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。 

 

二 

法
人
文
書
の
管
理
の
必
要
性 

【
Ｄ
】
の
文
書
が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ
れ
る
た
め
に
は
、

【
Ｂ
】
段
階
で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提

条
件
で
あ
る
。【
Ｂ
】
の
文
書
は
、
石
川
県
と
は
異
な
る
法
人
格
を
有

す
る
団
体
が
保
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
知
事
の
訓
令
と
し

て
定
め
ら
れ
た
文
書
管
理
規
程
の
網
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
条
例
で
あ
れ
ば
、「
義
務
を
課
し
、
又
は
権
利
を
制

限
す
る
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
地
方
自
治
法
一
四
条
二
項
）
た
め
、

最
低
限
の
文
書
管
理
に
関
す
る
義
務
を
【
Ｂ
】
の
文
書
を
保
有
す
る

団
体
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
、
公
文
書
管
理
法
が
、
国
と
は
異
な
る
法
人
格
を
有
す

る
独
立
行
政
法
人
等
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
も
定
め
を
置
い
た
の
は
、

そ
れ
が
「
実
質
的
に
政
府
の
一
部
を
な
す
法
人
」（

）

で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
石
川
県
に
お
い
て
も
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人
・
石
川
県
情

報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
が
「
実
質
的
に
石
川
県

の
一
部
を
な
す
法
人
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
前
者
に
つ
い
て
は
同
条

例
を
適
用
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
情
報
公
開
を
行
う
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
」
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
同
条

例
三
〇
条
）。 

石
川
県
公
立
大
学
法
人
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
上

「
実
施
機
関
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
章
一
で
述
べ
た
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よ
う
に
、
他
の
実
施
機
関
と
同
じ
く
最
低
限
の
文
書
管
理
を
条
例
に

よ
り
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例

三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
の
全
て
と
は
言
わ
な
い
が
、「
実
質
的

に
石
川
県
の
一
部
を
な
す
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
が
高
い
事

務
事
業
を
担
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人

と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
管
理
の
必
要
性 

新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、
実
施
機
関
の

別
な
く
公
文
書
が
移
管
さ
れ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
知
事
部
局
の
公
文
書
の
み
が
移
管
さ
れ
て
い
た
場
合
、
県
の
教

育
に
関
す
る
歴
史
を
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
の
公
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

り
、
同
様
の
こ
と
は
他
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
も
い
え
る
。 

こ
の
点
、鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
九
条
一
項
は
、

「
実
施
機
関
（

）

は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
簿
冊
に
つ
い
て…

…

公
文
書
館
へ
引
き
継
ぎ
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
お
り
、
公
文
書
館
へ
の
引
継
ぎ
（
公
文
書
管
理
法
に
い
う
「
移

管
」）
又
は
廃
棄
が
条
例
上
の
義
務
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
条
例
三
条
も
、「
県
の
機
関
（
知
事
、
議
会
、
公
営
企

業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監

査
委
員
、
労
働
委
員
会
、
収
用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及

び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
い
う
。）及
び
県
が
設
立
し
た
地
方
独

立
行
政
法
人
（
括
弧
内
略
）
は
、
そ
の
保
存
す
る
公
文
書
等
が
現
用

で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
公
文
書
等
を
公
文
書
館
に

引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
公
文
書
館
へ
の
公
文
書

等
の
引
渡
し
を
条
例
上
の
義
務
に
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
石
川
県
に
お
い
て
は
条
例
に
よ
る
縛
り
が
無
い
た

め
、
各
実
施
機
関
が
定
め
る
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
、
新
図
書
館

へ
の
移
管
に
つ
い
て
定
め
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
ま
ま
新
図
書
館
に
公
文
書
館
機
能
を
備
え
た
と
し
て
も
、
適

切
な
移
管
が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
お
い
て
利
用
に
供
さ
れ
る

【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
自
が
【
Ａ
】【
Ｂ
】
で
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。【
Ａ
】
と
、【
Ｂ
】
の
う
ち
石
川
県
公

立
大
学
法
人
が
保
有
し
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
情
報
公

開
条
例
五
条
が
定
め
る
公
開
請
求
権
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
非
公
開
決
定
等
に
よ
り
、
公
開
請
求
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
思

料
す
る
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
が
定
め
る
審
査
請
求
や
、
行
政
事

件
訴
訟
法
が
定
め
る
取
消
訴
訟
等
を
用
い
、
自
ら
の
権
利
の
救
済
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
に
な
っ
た
と
た
ん
権

利
性
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
か
ら
す
れ
ば
「
移
管
し

永
年
、
一
〇
年
、
五
年
、
三
年
、
一
年
、
一
年
未
満
の
六
種
類
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
と
短
期
に
変
更
す
る
こ
と
も
、
理
論
的
に

は
知
事
の
判
断
の
み
で
可
能
で
あ
る
し
（

）
、
他
の
実
施
機
関
が
定

め
る
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
、
保
存
期
間
を
定
め
な
い
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。 

ま
た
、
実
施
機
関
ご
と
に
文
書
管
理
の
根
拠
を
定
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
内
容
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
実

施
機
関
の
担
任
す
る
事
務
事
業
に
は
差
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
管
理

さ
れ
る
文
書
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
書
管

理
規
程
等
を
定
め
る
こ
と
自
体
は
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
共
通
し
て

最
低
限
守
る
べ
き
事
項
は
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
鳥
取
県
に
お
い
て
も
各
実
施
機
関
が
文
書
管
理
規
程
を

設
け
る
が
、
そ
こ
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
条
例
上
示

さ
れ
て
い
る
（
鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
一
〇
条
二

項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
各
実
施
機
関
に
お
い
て
最
低
限
の
内
容
を
備
え

た
文
書
管
理
規
程
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
県
に
お
い
て

も
、
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
な
け
れ
ば
、
上
流
で
あ
る
【
Ａ
】
の

文
書
管
理
が
最
低
限
の
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果

と
し
て
、
下
流
で
あ
る
【
Ｃ
】
の
充
実
度
が
、
実
施
機
関
に
よ
っ
て

様
々
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。 

 

二 

法
人
文
書
の
管
理
の
必
要
性 

【
Ｄ
】
の
文
書
が
新
図
書
館
に
適
正
に
移
管
さ
れ
る
た
め
に
は
、

【
Ｂ
】
段
階
で
の
文
書
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提

条
件
で
あ
る
。【
Ｂ
】
の
文
書
は
、
石
川
県
と
は
異
な
る
法
人
格
を
有

す
る
団
体
が
保
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
知
事
の
訓
令
と
し

て
定
め
ら
れ
た
文
書
管
理
規
程
の
網
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
条
例
で
あ
れ
ば
、「
義
務
を
課
し
、
又
は
権
利
を
制

限
す
る
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
地
方
自
治
法
一
四
条
二
項
）
た
め
、

最
低
限
の
文
書
管
理
に
関
す
る
義
務
を
【
Ｂ
】
の
文
書
を
保
有
す
る

団
体
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
、
公
文
書
管
理
法
が
、
国
と
は
異
な
る
法
人
格
を
有
す

る
独
立
行
政
法
人
等
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
も
定
め
を
置
い
た
の
は
、

そ
れ
が
「
実
質
的
に
政
府
の
一
部
を
な
す
法
人
」（

）

で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
石
川
県
に
お
い
て
も
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人
・
石
川
県
情

報
公
開
条
例
三
〇
条
が
定
め
る
出
資
法
人
等
が
「
実
質
的
に
石
川
県

の
一
部
を
な
す
法
人
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
前
者
に
つ
い
て
は
同
条

例
を
適
用
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
情
報
公
開
を
行
う
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
」
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
同
条

例
三
〇
条
）。 

石
川
県
公
立
大
学
法
人
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
上

「
実
施
機
関
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
章
一
で
述
べ
た
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る
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
と
き
、「【
Ｆ
】
に
な
り
得
る

文
書
」
が
散
逸
、
滅
失
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。「【
Ｆ
】
に
な
り

得
る
文
書
」
へ
の
支
援
な
く
し
て
、【
Ｆ
】
の
充
実
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
き
、「
鳥
取
県
に
お
け
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
の
保
存
等
に
関
す
る
条
例
」
八
条
は
、「
県
は
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
そ
の
他
歴
史
公
文
書
等
の
滅
失
又
は
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
保
有
主
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連

携
と
協
力
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
歴
史
公
文
書
等
の
一
時
的

な
保
管
場
所
の
確
保
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」

と
定
め
て
お
り
、
参
考
に
な
ろ
う
。 

ま
た
、
国
立
公
文
書
館
法
一
一
条
一
項
も
、
国
立
公
文
書
館
の
業

務
と
し
て
「
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
」、「
情
報

の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
」（
同
項
三
号
）、「
専
門
的
技
術
的
な
助
言
」

（
同
項
四
号
）、「
調
査
研
究
」（
同
項
五
号
）、「
研
修
」（
同
項
六
号
）

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、「
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書

等
を
い
う
」（
国
立
公
文
書
館
法
二
条
一
項
）
と
さ
れ
て
お
り
、
公
文

書
管
理
法
は
、
歴
史
公
文
書
等
を
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
そ
の
他
の
文
書
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
（
同
法
二
条
六
項
）。

こ
の
定
義
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
該
文
書
の
保
有
主
体
を
問
わ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
間
所
在
資
料
で
あ
っ
て
も
、「
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
」
な
文
書
で
あ
れ
ば
、
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
情
報

収
集
、
助
言
、
調
査
研
究
等
の
対
象
に
な
る
。
新
図
書
館
の
公
文
書

館
機
能
も
ま
た
、
こ
れ
に
類
し
た
業
務
を
担
い
う
る
も
の
と
し
て
整

備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に

新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
担
う
こ
と
は
、
大
き
な
一
歩
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
整
備
す
る
か

に
よ
り
、「
県
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
公
文
書
だ
け
を
残
す
」
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
人
は
、
残
さ
れ
た
文
書
で
過
去
を

知
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
公
文
書
館
機
能
が
整
備
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

過
去
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
あ
る
と
い
え
よ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
公
文
書
館
機
能
の
整
備
は
、
そ
れ
だ
け
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
く
、
石
川
県
・
県
下
の
石
川
県
公
立
大
学
法
人
等

に
お
け
る
公
文
書
管
理
、
民
間
所
在
文
書
管
理
と
密
接
に
連
関
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
管
理
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
な
し
に
、
公
文
書
館

機
能
は
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
公
文
書
館
機
能

の
整
備
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
「
は
じ
め
の
一
歩
」
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
第
二
章
で
示
し
た
現
状
を
変
え
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

な
い
ほ
う
が
良
か
っ
た
」
と
な
り
か
ね
な
い
。 

公
文
書
管
理
法
一
六
条
一
項
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
対
す
る

利
用
請
求
権
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
・
Ｂ
段
階
で
あ
れ

ば
行
政
機
関
情
報
公
開
法
・
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
に
基
づ

く
開
示
請
求
権
、
Ｃ
・
Ｄ
段
階
で
あ
れ
ば
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く

利
用
請
求
権
の
行
使
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
利
用
請
求
権
を
認
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
公
文
書
管
理

法
一
六
条
一
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、利
用
制
限
が
な
さ
れ
る
。

特
定
歴
史
公
文
書
等
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情
報
、
法
人
情
報
等
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
、
法
人
の
営
業
秘
密
等
が
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
利
用
制
限
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 

石
川
県
が
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
（
筆
者

は
、
こ
れ
も
公
文
書
管
理
法
三
四
条
に
い
う
「
こ
の
法
律
の
趣
旨
」

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
が
）、【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書
の
利
用
制
限
は
権

利
を
制
限
す
る
も
の
に
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
一
四
条
二
項
に
よ

り
、
条
例
に
よ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。 

 

四 

民
間
所
在
資
料
・
市
町
村
資
料
と
の
関
係 

基
本
構
想
に
よ
れ
ば
、「
過
去
か
ら
現
代
ま
で
、
石
川
県
に
関
す
る

歴
史
・
郷
土
資
料
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
情
報
（
写
真
素
材
、
石
川
に
縁

の
あ
る
映
画
等
）
を
幅
広
く
収
集
・
登
録
し
、
整
理
を
し
た
上
で
、

県
民
に
分
か
り
や
す
い
形
で
提
供
し
ま
す
」（
一
九
頁
）、「
過
去
と
現

在
を
つ
な
げ
、
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
後
押
し
し
、
そ

の
た
め
の
図
書
・
資
料
等
の
収
集
・
保
存
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
等
を
整

備
し
ま
す
」（
一
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
す
ば
ら
し

い
。 新

図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書
し
か
取
り
扱

わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
の
「
お
役
所
の
見
解
」

を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
石
川
県
の
一
部
し
か
県
民
に
残
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
石
川
県
は
、
石
川
県
を
構
成
す

る
市
町
村
か
ら
な
り
、
そ
の
市
町
村
は
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

な
り
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
個
人
や
法
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
石
川
県
を
将
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市

町
村
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
個
人
・
法
人
の
文
書
も
必
要
に
な
る
。
幅

広
い
歴
史
・
郷
土
資
料
等
の
収
集
は
、【
Ｆ
】
を
充
実
さ
せ
、
石
川
県

を
多
面
的
に
将
来
に
継
承
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、【
Ｆ
】
に
な
る
前
の
文
書
は
、
個
人
・
法
人
等
が
所
有

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
引
越
し
、
代
替
わ
り
、
相
続
、
移
転
、
廃

業
等
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
、
近
年
猛
威
を
振
る
っ
て
い
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る
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
と
き
、「【
Ｆ
】
に
な
り
得
る

文
書
」
が
散
逸
、
滅
失
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。「【
Ｆ
】
に
な
り

得
る
文
書
」
へ
の
支
援
な
く
し
て
、【
Ｆ
】
の
充
実
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
き
、「
鳥
取
県
に
お
け
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
の
保
存
等
に
関
す
る
条
例
」
八
条
は
、「
県
は
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
そ
の
他
歴
史
公
文
書
等
の
滅
失
又
は
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
保
有
主
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連

携
と
協
力
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
歴
史
公
文
書
等
の
一
時
的

な
保
管
場
所
の
確
保
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」

と
定
め
て
お
り
、
参
考
に
な
ろ
う
。 

ま
た
、
国
立
公
文
書
館
法
一
一
条
一
項
も
、
国
立
公
文
書
館
の
業

務
と
し
て
「
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
」、「
情
報

の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
」（
同
項
三
号
）、「
専
門
的
技
術
的
な
助
言
」

（
同
項
四
号
）、「
調
査
研
究
」（
同
項
五
号
）、「
研
修
」（
同
項
六
号
）

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、「
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書

等
を
い
う
」（
国
立
公
文
書
館
法
二
条
一
項
）
と
さ
れ
て
お
り
、
公
文

書
管
理
法
は
、
歴
史
公
文
書
等
を
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
そ
の
他
の
文
書
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
（
同
法
二
条
六
項
）。

こ
の
定
義
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
該
文
書
の
保
有
主
体
を
問
わ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
間
所
在
資
料
で
あ
っ
て
も
、「
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
」
な
文
書
で
あ
れ
ば
、
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
情
報

収
集
、
助
言
、
調
査
研
究
等
の
対
象
に
な
る
。
新
図
書
館
の
公
文
書

館
機
能
も
ま
た
、
こ
れ
に
類
し
た
業
務
を
担
い
う
る
も
の
と
し
て
整

備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に

新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
担
う
こ
と
は
、
大
き
な
一
歩
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
整
備
す
る
か

に
よ
り
、「
県
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
公
文
書
だ
け
を
残
す
」
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
人
は
、
残
さ
れ
た
文
書
で
過
去
を

知
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
公
文
書
館
機
能
が
整
備
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

過
去
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
あ
る
と
い
え
よ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
公
文
書
館
機
能
の
整
備
は
、
そ
れ
だ
け
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
く
、
石
川
県
・
県
下
の
石
川
県
公
立
大
学
法
人
等

に
お
け
る
公
文
書
管
理
、
民
間
所
在
文
書
管
理
と
密
接
に
連
関
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
管
理
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
な
し
に
、
公
文
書
館

機
能
は
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
公
文
書
館
機
能

の
整
備
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
「
は
じ
め
の
一
歩
」
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
第
二
章
で
示
し
た
現
状
を
変
え
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

な
い
ほ
う
が
良
か
っ
た
」
と
な
り
か
ね
な
い
。 

公
文
書
管
理
法
一
六
条
一
項
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
対
す
る

利
用
請
求
権
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
・
Ｂ
段
階
で
あ
れ

ば
行
政
機
関
情
報
公
開
法
・
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
に
基
づ

く
開
示
請
求
権
、
Ｃ
・
Ｄ
段
階
で
あ
れ
ば
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く

利
用
請
求
権
の
行
使
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
利
用
請
求
権
を
認
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
公
文
書
管
理

法
一
六
条
一
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、利
用
制
限
が
な
さ
れ
る
。

特
定
歴
史
公
文
書
等
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情
報
、
法
人
情
報
等
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
、
法
人
の
営
業
秘
密
等
が
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
利
用
制
限
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 

石
川
県
が
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
（
筆
者

は
、
こ
れ
も
公
文
書
管
理
法
三
四
条
に
い
う
「
こ
の
法
律
の
趣
旨
」

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
が
）、【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書
の
利
用
制
限
は
権

利
を
制
限
す
る
も
の
に
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
一
四
条
二
項
に
よ

り
、
条
例
に
よ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。 

 

四 

民
間
所
在
資
料
・
市
町
村
資
料
と
の
関
係 

基
本
構
想
に
よ
れ
ば
、「
過
去
か
ら
現
代
ま
で
、
石
川
県
に
関
す
る

歴
史
・
郷
土
資
料
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
情
報
（
写
真
素
材
、
石
川
に
縁

の
あ
る
映
画
等
）
を
幅
広
く
収
集
・
登
録
し
、
整
理
を
し
た
上
で
、

県
民
に
分
か
り
や
す
い
形
で
提
供
し
ま
す
」（
一
九
頁
）、「
過
去
と
現

在
を
つ
な
げ
、
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
後
押
し
し
、
そ

の
た
め
の
図
書
・
資
料
等
の
収
集
・
保
存
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
等
を
整

備
し
ま
す
」（
一
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
す
ば
ら
し

い
。 新

図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
が
【
Ｃ
】【
Ｄ
】
の
文
書
し
か
取
り
扱

わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
の
「
お
役
所
の
見
解
」

を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
石
川
県
の
一
部
し
か
県
民
に
残
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
石
川
県
は
、
石
川
県
を
構
成
す

る
市
町
村
か
ら
な
り
、
そ
の
市
町
村
は
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

な
り
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
個
人
や
法
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
石
川
県
を
将
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市

町
村
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
個
人
・
法
人
の
文
書
も
必
要
に
な
る
。
幅

広
い
歴
史
・
郷
土
資
料
等
の
収
集
は
、【
Ｆ
】
を
充
実
さ
せ
、
石
川
県

を
多
面
的
に
将
来
に
継
承
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、【
Ｆ
】
に
な
る
前
の
文
書
は
、
個
人
・
法
人
等
が
所
有

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
引
越
し
、
代
替
わ
り
、
相
続
、
移
転
、
廃

業
等
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
、
近
年
猛
威
を
振
る
っ
て
い
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ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

科
史
学
専
攻
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
別
府
大
学
文
学
部
史

学
・
文
化
財
学
科
日
本
史
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
と
い
っ
た
大
学
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
実
施
す

る
研
修
な
ど
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
８
）
公
文
書
館
法
四
条
二
項
が
定
め
る
「
専
門
職
員
」
に
い
か
な
る
専
門

性
が
要
求
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
「
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
職
務
基
準
書
」
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
二
月
）

〈http://w
w

w.archives.go.jp/about/report/pdf/syokum
ukijun

syo.pdf

〉
が
参
考
に
な
る
。 

（
９
）
定
義
が
異
な
る
た
め
、
厳
密
に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
注
意

さ
れ
た
い
。 

（

）
筆
者
の
能
力
不
足
か
ら
、
収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
文
書
管
理
の
根
拠
と
な
る
例

規
を
石
川
県
法
規
集
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

（

）
出
資
法
人
等
の
指
定
は
、
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
石
川
県
告
示
一

四
〇
号
〈https://w

w
w.pref.ishikaw

a.lg.jp/joho/koukai/s-itiran. 
htm

l

〉
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、「
情

報
公
開
条
例
の
対
象
出
資
法
人
一
覧
（
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
）」

が
示
さ
れ
て
お
り
、
IR
い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
、
公
益
財
団
法
人
石

川
県
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ
県
民

文
化
振
興
基
金
等
と
並
ん
で
石
川
県
公
立
大
学
法
人
も
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人
は
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る

た
め
、
指
定
を
し
な
く
と
も
石
川
県
情
報
公
開
条
例
の
適
用
を
受
け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（

）
も
っ
と
も
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
は
議
会
が
保
有
す
る

文
書
を
【
Ａ
】
に
入
れ
て
い
る
た
め
、
議
会
か
ら
移
管
さ
れ
る
文
書
は

【
Ｃ
】
に
入
る
と
考
え
た
ほ
う
が
、
現
行
例
規
と
整
合
性
を
有
す
る
と

い
え
よ
う
。
本
稿
で
も
そ
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
と
し
、【
Ｅ
】
に
つ

い
て
は
、
以
後
、
特
に
取
り
上
げ
な
い
。 

（

）
も
っ
と
も
、
新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
有
し
た
場
合
、「
石
川
県

立
図
書
館
要
覧

令
和
元
年
度
版
」
〈https://w

w
w.library.pref. 

ishikaw
a.lg.jp/kankou/youran/r1youran.pdf

〉
一
四
頁
以
下
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
特
殊
文
庫
」
の
う
ち
多
く
の
も
の
は
、
こ
れ
に
相

当
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ち
な
み
に
山
口
県
で
は
、
県
立
山

口
図
書
館
が
寄
贈
・
寄
託
・
移
管
を
受
け
た
諸
家
文
書
や
県
庁
文
書
と

い
っ
た
文
書
資
料
の
比
重
が
全
蔵
書
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ん
だ

こ
と
、
図
書
資
料
と
は
お
の
ず
か
ら
取
り
扱
い
が
異
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
文
書
館
の
設
置
に
至
っ
て
い
る
。
山
口
県
文
書
館
編

『
山
口
県
文
書
館
の
30
年
』（
山
口
県
文
書
館
・
一
九
九
〇
（
平
成
二
）

年
）
八
頁
参
照
。
石
川
県
に
お
い
て
も
、
将
来
的
に
は
、
公
文
書
館
機

め
に
は
「
条
例
」
と
い
う
法
形
式
が
必
要
で
あ
る
。
単
な
る
図
書
館

の
設
置
管
理
条
例
を
超
え
、
公
文
書
管
理
全
般
に
か
か
る
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
。
そ
れ
を
公
文
書
館
法
、
公
文
書
管
理
法
、
著
作
権
法

の
要
請
を
満
た
す
も
の
に
す
る
こ
と
。
更
に
い
え
ば
、
国
立
公
文
書

館
法
一
一
条
に
お
い
て
国
立
公
文
書
館
が
担
っ
て
い
る
よ
う
な
役
割

を
も
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
担
わ
せ
る
こ
と
。…

…

先
は

ま
だ
ま
だ
長
い
。

本
稿
が
、「
過
去
」
の
石
川
県
の
姿
を
「
現
在
」
に
つ
な
ぎ
、「
現

在
」
の
石
川
県
の
姿
を
「
将
来
」
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

公
文
書
館
機
能
を
整
備
す
る
上
で
の
一
助
と
な
れ
ば
、幸
い
で
あ
る
。

※ 

本
稿
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
一
月
二
五
日
に
開
催

さ
れ
た
、
第
六
〇
回
北
陸
史
学
会
大
会
記
念
特
別
企
画
「
石
川

県
に
お
け
る
資
料
保
存
を
考
え
る
」
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に

書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

本
稿
で
示
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
八
月
三

一
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
石
川
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

〈https://w
w

w.pref.ishikaw
a.lg.jp/library_seibi/docum

ents/
new

library_kousou.pdf

〉
参
照
。 

（
２
）
基
本
構
想
策
定
の
た
め
設
置
さ
れ
た
「
新
石
川
県
立
図
書
館
基
本
構

想
検
討
委
員
会
」
の
資
料
を
見
る
限
り
、
こ
の
よ
う
に
言
え
る
。
同
委

員
会
の
開
催
状
況
や
資
料
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

〈https://w
w

w.pref.ishikaw
a.lg.jp/library_seibi/new

library-
kousou.htm

l

〉
参
照
。 

（
３
）
基
本
構
想
一
頁
、
五
三
頁
。 

（
４
）
設
置
根
拠
に
公
文
書
館
法
を
掲
げ
る
も
の
と
し
て
、
秋
田
県
公
文
書

館
条
例
、
東
京
都
板
橋
区
立
公
文
書
館
条
例
、
小
山
市
文
書
館
設
置
条

例
、
寒
川
文
書
館
条
例
、
福
岡
県
市
町
村
公
文
書
館
条
例
な
ど
が
あ
る
。 

（
５
）
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
あ
る
「
当
分
の

間
」
と
い
う
文
言
が
効
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
律
用
語
と
し
て
の
「
当
分
の
間
」
は
、「
改
正

す
る
ま
で
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

（
６
）
ち
な
み
に
、
日
本
学
術
会
議
学
術
基
盤
情
報
常
置
委
員
会
「
学
術
資

料
の
管
理
・
保
存
・
活
用
体
制
の
確
立
お
よ
び
専
門
職
員
の
確
保
と
そ

の
養
成
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
六
月
二

四
日
）
一
四
頁
で
は
、「
公
文
書
館
法
の
附
則
２
項
の
暫
定
措
置
（
専
門

職
員
に
つ
い
て
の
特
例
）
を
廃
止
し
，
公
文
書
館
法
立
法
の
趣
旨
に
則

り
公
文
書
館
に
専
門
職
員
を
配
置
す
る
。
」
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。 

（
７
）
こ
こ
で
い
う
専
門
職
員
の
養
成
は
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
、
九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
学
府
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ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

科
史
学
専
攻
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
別
府
大
学
文
学
部
史

学
・
文
化
財
学
科
日
本
史
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
と
い
っ
た
大
学
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
実
施
す

る
研
修
な
ど
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
８
）
公
文
書
館
法
四
条
二
項
が
定
め
る
「
専
門
職
員
」
に
い
か
な
る
専
門

性
が
要
求
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
「
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
職
務
基
準
書
」
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
二
月
）

〈http://w
w

w.archives.go.jp/about/report/pdf/syokum
ukijun

syo.pdf

〉
が
参
考
に
な
る
。 

（
９
）
定
義
が
異
な
る
た
め
、
厳
密
に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
注
意

さ
れ
た
い
。 

（

）
筆
者
の
能
力
不
足
か
ら
、
収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
文
書
管
理
の
根
拠
と
な
る
例

規
を
石
川
県
法
規
集
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

（

）
出
資
法
人
等
の
指
定
は
、
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
石
川
県
告
示
一

四
〇
号
〈https://w

w
w.pref.ishikaw

a.lg.jp/joho/koukai/s-itiran. 
htm

l

〉
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、「
情

報
公
開
条
例
の
対
象
出
資
法
人
一
覧
（
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
）」

が
示
さ
れ
て
お
り
、
IR
い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
、
公
益
財
団
法
人
石

川
県
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ
県
民

文
化
振
興
基
金
等
と
並
ん
で
石
川
県
公
立
大
学
法
人
も
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
石
川
県
公
立
大
学
法
人
は
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る

た
め
、
指
定
を
し
な
く
と
も
石
川
県
情
報
公
開
条
例
の
適
用
を
受
け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（

）
も
っ
と
も
、
石
川
県
情
報
公
開
条
例
二
条
二
項
は
議
会
が
保
有
す
る

文
書
を
【
Ａ
】
に
入
れ
て
い
る
た
め
、
議
会
か
ら
移
管
さ
れ
る
文
書
は

【
Ｃ
】
に
入
る
と
考
え
た
ほ
う
が
、
現
行
例
規
と
整
合
性
を
有
す
る
と

い
え
よ
う
。
本
稿
で
も
そ
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
と
し
、【
Ｅ
】
に
つ

い
て
は
、
以
後
、
特
に
取
り
上
げ
な
い
。 

（

）
も
っ
と
も
、
新
図
書
館
が
公
文
書
館
機
能
を
有
し
た
場
合
、「
石
川
県

立
図
書
館
要
覧

令
和
元
年
度
版
」
〈https://w

w
w.library.pref. 

ishikaw
a.lg.jp/kankou/youran/r1youran.pdf

〉
一
四
頁
以
下
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
特
殊
文
庫
」
の
う
ち
多
く
の
も
の
は
、
こ
れ
に
相

当
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ち
な
み
に
山
口
県
で
は
、
県
立
山

口
図
書
館
が
寄
贈
・
寄
託
・
移
管
を
受
け
た
諸
家
文
書
や
県
庁
文
書
と

い
っ
た
文
書
資
料
の
比
重
が
全
蔵
書
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ん
だ

こ
と
、
図
書
資
料
と
は
お
の
ず
か
ら
取
り
扱
い
が
異
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
文
書
館
の
設
置
に
至
っ
て
い
る
。
山
口
県
文
書
館
編

『
山
口
県
文
書
館
の
30
年
』（
山
口
県
文
書
館
・
一
九
九
〇
（
平
成
二
）

年
）
八
頁
参
照
。
石
川
県
に
お
い
て
も
、
将
来
的
に
は
、
公
文
書
館
機

め
に
は
「
条
例
」
と
い
う
法
形
式
が
必
要
で
あ
る
。
単
な
る
図
書
館

の
設
置
管
理
条
例
を
超
え
、
公
文
書
管
理
全
般
に
か
か
る
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
。
そ
れ
を
公
文
書
館
法
、
公
文
書
管
理
法
、
著
作
権
法

の
要
請
を
満
た
す
も
の
に
す
る
こ
と
。
更
に
い
え
ば
、
国
立
公
文
書

館
法
一
一
条
に
お
い
て
国
立
公
文
書
館
が
担
っ
て
い
る
よ
う
な
役
割

を
も
、
新
図
書
館
の
公
文
書
館
機
能
に
担
わ
せ
る
こ
と
。…

…

先
は

ま
だ
ま
だ
長
い
。

本
稿
が
、「
過
去
」
の
石
川
県
の
姿
を
「
現
在
」
に
つ
な
ぎ
、「
現

在
」
の
石
川
県
の
姿
を
「
将
来
」
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

公
文
書
館
機
能
を
整
備
す
る
上
で
の
一
助
と
な
れ
ば
、幸
い
で
あ
る
。

※ 

本
稿
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
一
月
二
五
日
に
開
催

さ
れ
た
、
第
六
〇
回
北
陸
史
学
会
大
会
記
念
特
別
企
画
「
石
川

県
に
お
け
る
資
料
保
存
を
考
え
る
」
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に

書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

本
稿
で
示
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
八
月
三

一
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
石
川
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

〈https://w
w

w.pref.ishikaw
a.lg.jp/library_seibi/docum

ents/
new

library_kousou.pdf

〉
参
照
。 

（
２
）
基
本
構
想
策
定
の
た
め
設
置
さ
れ
た
「
新
石
川
県
立
図
書
館
基
本
構

想
検
討
委
員
会
」
の
資
料
を
見
る
限
り
、
こ
の
よ
う
に
言
え
る
。
同
委

員
会
の
開
催
状
況
や
資
料
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

〈https://w
w

w.pref.ishikaw
a.lg.jp/library_seibi/new

library-
kousou.htm

l

〉
参
照
。 

（
３
）
基
本
構
想
一
頁
、
五
三
頁
。 

（
４
）
設
置
根
拠
に
公
文
書
館
法
を
掲
げ
る
も
の
と
し
て
、
秋
田
県
公
文
書

館
条
例
、
東
京
都
板
橋
区
立
公
文
書
館
条
例
、
小
山
市
文
書
館
設
置
条

例
、
寒
川
文
書
館
条
例
、
福
岡
県
市
町
村
公
文
書
館
条
例
な
ど
が
あ
る
。 

（
５
）
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
あ
る
「
当
分
の

間
」
と
い
う
文
言
が
効
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
律
用
語
と
し
て
の
「
当
分
の
間
」
は
、「
改
正

す
る
ま
で
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

（
６
）
ち
な
み
に
、
日
本
学
術
会
議
学
術
基
盤
情
報
常
置
委
員
会
「
学
術
資

料
の
管
理
・
保
存
・
活
用
体
制
の
確
立
お
よ
び
専
門
職
員
の
確
保
と
そ

の
養
成
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
六
月
二

四
日
）
一
四
頁
で
は
、「
公
文
書
館
法
の
附
則
２
項
の
暫
定
措
置
（
専
門

職
員
に
つ
い
て
の
特
例
）
を
廃
止
し
，
公
文
書
館
法
立
法
の
趣
旨
に
則

り
公
文
書
館
に
専
門
職
員
を
配
置
す
る
。
」
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。 

（
７
）
こ
こ
で
い
う
専
門
職
員
の
養
成
は
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
、
九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
学
府
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な
く
な
る
。 

（

）
な
お
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
の
う
ち
公
文
書
管
理
法
や
公
文
書
管

理
条
例
に
係
る
規
定
は
、
平
成
二
四
年
六
月
二
七
日
法
律
第
四
三
号
（
以

下
「
改
正
著
作
権
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
法
附
則
二
条
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
三
号
・
五
号
に
よ

る
「
み
な
し
同
意
」
の
適
用
を
受
け
る
未
公
表
著
作
物
か
ら
、
①
改
正

著
作
権
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
日
前

に
【
Ａ
取
得
文
書
】【
Ｂ
取
得
文
書
】
と
な
り
、
そ
の
後
【
Ｃ
】
【
Ｄ
】

と
な
っ
た
も
の
、
②
同
じ
く
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
日

前
に
地
方
公
文
書
館
等
に
提
供
さ
れ
【
Ｆ
】
に
な
っ
た
も
の
、
は
除
外

さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。 

（

）
仮
に
コ
ピ
ー
が
複
数
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
原
本
で
は
な
い
。 

（

）
な
お
、
石
川
県
文
書
管
理
規
程
五
六
条
二
項
、
五
八
条
二
項
は
、
総

務
課
長
、
所
長
に
「
保
存
期
間
中
の
文
書
で
あ
っ
て
も
、
制
度
改
正
等

に
よ
り
保
存
期
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
」
は
、「
そ

の
文
書
の
保
存
期
間
を
短
縮
し
、
又
は
そ
の
文
書
を
廃
棄
す
る
」
権
限

を
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
知
事
が
同
規
程
を
改
正
す
る
ま
で
も

な
く
、
総
務
課
長
や
所
長
が
永
年
保
存
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。 

（

）
宇
賀
克
也
『
逐
条
解
説

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
〔
第
三

版
〕』（
第
一
法
規
・
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
）
一
二
〇
頁
。 

（

）
鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
二
条
一
号
に
よ
り
、
同
条

例
に
い
う
実
施
機
関
と
は
、「
知
事
、
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
警

察
本
部
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監
査
委
員
、
労
働
委

員
会
、
収
用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
、
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
及
び
病
院
事
業
の
管
理
者
並
び
に
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政

法
人(

括
弧
内
略)

並
び
に
鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社
及
び
鳥
取
県
土
地
開

発
公
社(

括
弧
内
略)

を
い
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
に
相
当
す

る
文
書
が
、
公
文
書
館
の
館
長
へ
の
引
継
ぎ
義
務
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
。 

能
か
ら
公
文
書
館
へ
の
移
行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。 

（

）
以
下
で
述
べ
る
事
項
は
、「
条
例
」
と
い
う
法
形
式
で
あ
る
こ
と
を
要

求
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
新
図
書
館
の
設
置
管
理
条
例

と
は
別
の
条
例
（
公
文
書
管
理
条
例
な
ど
）
で
定
め
て
も
問
題
は
な
い
。 

（

）
著
作
権
法
二
条
一
項
一
号
に
よ
れ
ば
、
著
作
物
と
は
「
思
想
又
は
感

情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は

音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

（

）
な
お
、
著
作
物
に
該
当
す
る
作
成
文
書
で
あ
っ
て
も
、
石
川
県
が
制

定
し
た
条
例
・
規
則
、
石
川
県
の
機
関
・
地
方
独
立
行
政
法
人
が
発
す

る
告
示
、
訓
令
、
通
達
等
は
著
作
権
の
目
的
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
著
作
権
法
一
三
条
）。 

（

）
こ
の
ほ
か
に
も
、
著
作
物
の
種
類
、
利
用
の
形
態
に
よ
っ
て
は
問
題

と
な
り
得
る
著
作
権
は
存
在
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
間

（
収
集
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
存
活
用
を
巡
る
法
的
課
題―
そ
の
利
用

を
中
心
に―

」
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
一
三

号
（
通
巻
四
八
号
）
六
一
頁
参
照
。 

（

）
文
化
庁
著
作
権
課
「
著
作
権
テ
キ
ス
ト
～
初
め
て
学
ぶ
人
の
た
め
に

～
」（
二
〇
一
九
年
度
）
〈http://w

w
w

.bunka.go.jp/seisaku/ 
chosakuken/seidokaisetsu/pdf/r1392388_01.pdf

〉一
九
頁
参
照
。 

（

）
同
号
か
っ
こ
書
き
に
よ
り
、
開
示
す
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
別
段

の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
除
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
同
意

に
関
す
る
み
な
し
規
定
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

（

）
著
作
権
法
に
い
う
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
公
文
書
管
理
法
二
条

六
項
に
規
定
す
る
「
歴
史
公
文
書
等
」
を
い
う
（
著
作
権
法
一
八
条
三

項
一
号
か
っ
こ
書
き
）。 

（

）
こ
こ
で
も
、
同
号
か
っ
こ
書
き
に
よ
り
、「
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定

（
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決
定
の
時

ま
で
に
当
該
著
作
物
の
著
作
者
が
別
段
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
を
除

く
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
同
意
に
関
す
る
み
な
し
規
定
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

（

）
当
該
文
書
の
所
有
者
で
は
な
く
、「
著
作
者
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
い
。
例
え
ば
、
手
紙
の
提
供
を
受
け
た
場
合
、
一
般
的
に
は
、
手

紙
は
誰
か
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
有
者
（
受
取

人
）
は
当
該
手
紙
の
著
作
者
で
は
な
い
。 

（

）
や
や
据
わ
り
が
悪
い
が
、【
Ｂ
作
成
文
書
】
が
【
Ｄ
】
に
な
っ
た
も
の

も
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
五
号
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。 

（

）
な
お
、
著
作
権
法
六
〇
条
た
だ
し
書
は
、「
た
だ
し
、
そ
の
行
為
の
性

質
及
び
程
度
、
社
会
的
事
情
の
変
動
そ
の
他
に
よ
り
そ
の
行
為
が
当
該

著
作
者
の
意
を
害
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
該
当
す
れ
ば
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
は
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な
く
な
る
。 

（

）
な
お
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
の
う
ち
公
文
書
管
理
法
や
公
文
書
管

理
条
例
に
係
る
規
定
は
、
平
成
二
四
年
六
月
二
七
日
法
律
第
四
三
号
（
以

下
「
改
正
著
作
権
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
法
附
則
二
条
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
三
号
・
五
号
に
よ

る
「
み
な
し
同
意
」
の
適
用
を
受
け
る
未
公
表
著
作
物
か
ら
、
①
改
正

著
作
権
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
日
前

に
【
Ａ
取
得
文
書
】【
Ｂ
取
得
文
書
】
と
な
り
、
そ
の
後
【
Ｃ
】
【
Ｄ
】

と
な
っ
た
も
の
、
②
同
じ
く
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
日

前
に
地
方
公
文
書
館
等
に
提
供
さ
れ
【
Ｆ
】
に
な
っ
た
も
の
、
は
除
外

さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。 

（

）
仮
に
コ
ピ
ー
が
複
数
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
原
本
で
は
な
い
。 

（

）
な
お
、
石
川
県
文
書
管
理
規
程
五
六
条
二
項
、
五
八
条
二
項
は
、
総

務
課
長
、
所
長
に
「
保
存
期
間
中
の
文
書
で
あ
っ
て
も
、
制
度
改
正
等

に
よ
り
保
存
期
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
」
は
、「
そ

の
文
書
の
保
存
期
間
を
短
縮
し
、
又
は
そ
の
文
書
を
廃
棄
す
る
」
権
限

を
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
知
事
が
同
規
程
を
改
正
す
る
ま
で
も

な
く
、
総
務
課
長
や
所
長
が
永
年
保
存
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。 

（

）
宇
賀
克
也
『
逐
条
解
説

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
〔
第
三

版
〕』（
第
一
法
規
・
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
）
一
二
〇
頁
。 

（

）
鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
二
条
一
号
に
よ
り
、
同
条

例
に
い
う
実
施
機
関
と
は
、「
知
事
、
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
警

察
本
部
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
監
査
委
員
、
労
働
委

員
会
、
収
用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
、
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
及
び
病
院
事
業
の
管
理
者
並
び
に
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政

法
人(

括
弧
内
略)

並
び
に
鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社
及
び
鳥
取
県
土
地
開

発
公
社(

括
弧
内
略)

を
い
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、【
Ａ
】【
Ｂ
】
に
相
当
す

る
文
書
が
、
公
文
書
館
の
館
長
へ
の
引
継
ぎ
義
務
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
。 

能
か
ら
公
文
書
館
へ
の
移
行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。 

（

）
以
下
で
述
べ
る
事
項
は
、「
条
例
」
と
い
う
法
形
式
で
あ
る
こ
と
を
要

求
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
新
図
書
館
の
設
置
管
理
条
例

と
は
別
の
条
例
（
公
文
書
管
理
条
例
な
ど
）
で
定
め
て
も
問
題
は
な
い
。 

（

）
著
作
権
法
二
条
一
項
一
号
に
よ
れ
ば
、
著
作
物
と
は
「
思
想
又
は
感

情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は

音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

（

）
な
お
、
著
作
物
に
該
当
す
る
作
成
文
書
で
あ
っ
て
も
、
石
川
県
が
制

定
し
た
条
例
・
規
則
、
石
川
県
の
機
関
・
地
方
独
立
行
政
法
人
が
発
す

る
告
示
、
訓
令
、
通
達
等
は
著
作
権
の
目
的
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
著
作
権
法
一
三
条
）。 

（

）
こ
の
ほ
か
に
も
、
著
作
物
の
種
類
、
利
用
の
形
態
に
よ
っ
て
は
問
題

と
な
り
得
る
著
作
権
は
存
在
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
間

（
収
集
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
保
存
活
用
を
巡
る
法
的
課
題―

そ
の
利
用

を
中
心
に―

」
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
一
三

号
（
通
巻
四
八
号
）
六
一
頁
参
照
。 

（

）
文
化
庁
著
作
権
課
「
著
作
権
テ
キ
ス
ト
～
初
め
て
学
ぶ
人
の
た
め
に

～
」（
二
〇
一
九
年
度
）
〈http://w

w
w

.bunka.go.jp/seisaku/ 
chosakuken/seidokaisetsu/pdf/r1392388_01.pdf

〉一
九
頁
参
照
。 

（

）
同
号
か
っ
こ
書
き
に
よ
り
、
開
示
す
る
旨
の
決
定
の
時
ま
で
に
別
段

の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
除
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
同
意

に
関
す
る
み
な
し
規
定
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

（

）
著
作
権
法
に
い
う
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
公
文
書
管
理
法
二
条

六
項
に
規
定
す
る
「
歴
史
公
文
書
等
」
を
い
う
（
著
作
権
法
一
八
条
三

項
一
号
か
っ
こ
書
き
）。 

（

）
こ
こ
で
も
、
同
号
か
っ
こ
書
き
に
よ
り
、「
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定

（
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
る
利
用
を
さ
せ
る
旨
の
決
定
の
時

ま
で
に
当
該
著
作
物
の
著
作
者
が
別
段
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
を
除

く
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
同
意
に
関
す
る
み
な
し
規
定
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

（

）
当
該
文
書
の
所
有
者
で
は
な
く
、「
著
作
者
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
い
。
例
え
ば
、
手
紙
の
提
供
を
受
け
た
場
合
、
一
般
的
に
は
、
手

紙
は
誰
か
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
有
者
（
受
取

人
）
は
当
該
手
紙
の
著
作
者
で
は
な
い
。 

（

）
や
や
据
わ
り
が
悪
い
が
、【
Ｂ
作
成
文
書
】
が
【
Ｄ
】
に
な
っ
た
も
の

も
、
著
作
権
法
一
八
条
三
項
五
号
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。 

（

）
な
お
、
著
作
権
法
六
〇
条
た
だ
し
書
は
、「
た
だ
し
、
そ
の
行
為
の
性

質
及
び
程
度
、
社
会
的
事
情
の
変
動
そ
の
他
に
よ
り
そ
の
行
為
が
当
該

著
作
者
の
意
を
害
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
該
当
す
れ
ば
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
は
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